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報首関評、樹立

同志社大学宇宙医科学研究センター La如ChS叫Osi如

語ろう!宇宙への夢月・火星への挑戦
・一宇宙環境への人体の迦古機序解明と地球上の健脆曽進を目指してー

この度、同討士大学宇宙医科学可砂晋センターでは、下記の通りシンポジウムを行います。入場無料て~゛ヌルの方々
にも参加していただけますので、事前告知いただくとともに、取材いただけましたら幸いです。

世界各国で1鯛,宙探齢ミ活発に推進さ才耶'り、この所上大なミッションに大きく貢献ずるため、同志キ七大山子は2016

年10月に宇宙医科学研究センターを立ち上げました本可仔tセンターでは、月および火星の重力環境への迦古につ

いてNASA (アメリカ航空宇宙局)ジョンソンスペースセンターとの共同研究を通じて、医学、工学、1岬卜学等の

多角的なアプローチから研究を行っています。
本シンポジウムでは NASA ジョンソンスペースセンターの Exercise, physiob倒& C0如也血eaS嘘Slab

M紅埠三erのDr.k゛詑a11a1埼onによるNASAの火星探齢1画等についての講演に引き続き、同詩士大学宇宙医科
学可務モセンターにおける、ロボット、生物の莚動、脳と料経回路、筋肉の活動、佛副方調節等に関するさまざまな角
度から研獄召介を行います

同志社大学

■講演名:同志;士大学宇宙医科学研究センター 1卓U11ChS沖P0虹U皿
「語ろう!宇宙~D夢月・火星への判朧島・'戸宙環境への人体の迎古棚宇加月と州獄上の健則碧進を目指してー」
■開催日時:2017年3月10日(金) 13 ; 00~17:30
■開催場所:同志;士大学京田辺キャンパス恵道館KD204
■主催:同志;士大学宇宙医科学研究センター
■共催:同志;土大学先端くイオメカニクス

■入場無料、事前申込必須同餅士大学宇宙医科学研究センター yobira@mail.doshisha.ac,jp
メールでお名前、こ斯属、ご連絡先(懲舌・F惑・E・mai1アドレス等)をお知らせください

*当日のスケジューノレについて1朗1撫参照

*第^基^については、日本語ゑ転蛸
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【本シンポジウムについてのお問し台わせ】
同志ネ士大学宇宙医科学研究ゼンター(担当:大平)

電話:0774・65・7163 e・mail:yoh血@maildoshisba.aCル

同

0本りりースは京大☆諸クラブ、京田辺・

〒602-8580京者肺上京区今出1通鳥丈陳入eイn剖1:1→く(ナ0φ・'脚1.d剣、1吋旧acip

1日_:075251-31Z) FAX:075251一鼠^

放送記者会、関西プレスクラブ1こお送りしています
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同志社大学宇宙医科学研究センター

Launch symposium

悟ろ

宇宙環境への人体の適応機序解明と地球上の康進を目指して

世界各国では宇宙探査が活発に推進されています。この壮大なミッションに大きく貢献するため、同志社大学は
2016年10月に宇宙医科学研究センターを立ち上げました。当センターでは、月船よび火星の重力環境(ν6・Gおよび
3侶C)への適応についてNASA (アメリカ航空宇宙局)ジョンソンスペースセンターとの共同研究を通じて、医学、

工学、脳科学等の多角的なアプローチから研究を行っています。一方、宇宙医科学研究は、地球上では深刻な問題と
なうてぃる老化や身体機能の低下による歩行困難の原因解明や防止・抑制策の研究にも応用することが可能です。
本シンポジウムではNASA ・ジョンソンスペースセンターのExercise,physi010部&counte姉easures Lab. Mana8erである
Dt.AtldreaHansonによる NASAの今後の目標等に関する講演と同志社大学の取り組みをご紹介します。

伺志社大学宇宙医科学研究センター長大平充宣皆様のご来場を心からお待ちしています
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=、 2017年3月10日(金) 13:00~17:30 (交流会1&00~19:00)

^同志社大学京田辺キャノバス恵道館1Φ204
語ろう!宇宙への夢

月・火星への挑戦

@

第一部基 (日本語解説有)

FU加re research direction andthe NASAjourney to the Mars
Dr. Andrea HansonNASAJohnson space center
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第二部
1.バイオメカニクスー宇宙機からロボット、 生物の運動ヘー

土屋和雄氏京都大学工学研究科名教授
2.宇宙環境における脳と神経回路の活動

同志〒士大学脳科学研究科教授 櫻井芳雄

3.月・火星環境では歩行における筋肉の活動はどぅ変わる?
同志社大学スボーツ健康科学部准教授上林清孝

4.宇宙飛行士の体脂肪調節のための運動には、適当な日内タイミングがあるか?
加藤久詞同志社大学研究開発推進機構特任助手

第三部ディスカッション:宇宙への思いを語り合う
モデレーター:淑徳大字客員教授横山裕道氏・元NHKディレクター吉田立氏
パネラー: Dr.AndreaH己nson・宇宙医科学研究センター・先端パイオ

メカニクス研究センター・アディボサイト&マッスルサイエンス
研究センター

▼
▼▼

お申し込みはこちら
同志社大学

宇宙医科学研究センター

yohira@m丑il.doshisha.ac.JP

主催;同志社大学宇宙医科学研究センター
共催:伺志社大学先端バイオメカニクス研究センター・アディポサイト&マッスルサイエンス研究センター

ハリス理化学研究所・研究開発1佳進機構

N45A
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参加料無料

(交流会費1,000円)
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B :00 開会挨拶

B :10 基調講演:

14:40 講演:

15:10

15

大平充宣

25
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講演

講演

講演

ディスカッション
モデレーター
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Dr、 A.M. Hanson

土屋和雄氏
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櫻井芳雄

上林清孝

加藤久詞

「宇宙への思いをり合う」
横山裕道氏
吉田立氏
Dr. Arldrea Hanson

辻内伸好
井澤鉄也
大平充宣

辻内伸好

同志社大学宇宙医科学研究センター長

NASA J01ⅡIson space center

京都大学工学研究科名教授

17 25 閉会挨拶
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'四一

同志社大学脳科学研究科教授

同志社大学スボーツ健康科学部准教授

同志社大学研究開発推進機構特任助手

(淑徳大学客員教授)
(元NHKディレクター)

(Jolmson space cente"
(同志社大学理工学部教授)
(同志社大学スポーツ健康科学部教授)
(同志社大学スポーツ健康科学部教授)

同志社大学先端バイオメカニクスセンター長

会場へのアクセス
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京田辺キャンハス

晋空チャペル
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連絡先:同志社大学

同志壮前

宇宙医科学研究センター
TEL:0774-65-7163

E・mail: yohira@mail.doshisha.acJP
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